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面　名 隊欄 週期 分光型 i鍍曲線 備　　　　　　考
RAnd6－14 409日 Se α8 檜光，減光1二際し罎々小さ嫁o波現ろ

















TCea6－9 91 Moe β3
TCep5－11 389 M6e γ工 減光は櫓光より急
OCet2－1Q 330 M5e α3
TCet5－7 159 M5 β？
RS　Cnc6－7 130 M6 1，eC 非常に憂化す
VCor7－12 357 N3e α3一β8 極小は趣大より鏡い
RCrv6－13 312 M6e β1
κCyg 4－13 406 M7e γ1
RCyg6－14 428 Se α4
UCyg6－12 458 R8e β8
WCyg5－7 136？M5 γ2 RV　Tau星
TDra8－14　　　」425 N β1
1sa ．ミラ型憂光星に就いて 天昇215
解Gem 3－4 235日 M2 β差
SHer6一工3 307 M6e α4一γ1 曝々紛光時にごぶ出現・皿減o光の方櫓光より急激
UIIer7一く13406 M7e α4
RHor4－10 406 ’M7e α3
RIIya4－10 414 M7e β1
RI、eo 5－10 303 M7e α4
RLep6－10 440 N8 β2
XMon6－9 155 M8e β3
UOri6－12 376 M7e α4一γ1
UPer7－10 324 M6e αPec｛憂化し易し極大屡々極小より卒7こい
し2　Pup 3－6 141 M5e γ1？ 愛化し易し
RR　Sco6・一12 279 M6e β2
RSeτ 6－13 357 M7e α昏一γ1 槍光時に小さ謀二ぶ臆々出現
RTri5－12 265 M6e β2





星　名 分光型 週期 礎光最 型 　　　　　　　　　　　一?@　　　　　考
TCas Me 449日 5．8等剰 γ1一γ2 ｛灘謙ま灘ア、い　『











RT　IIya? 255 2．2 γ2？ RV　Tau　？
RNor ? 487 6．2 Y2
RPic ? 333 2．8 γ2 RVコ加　？
ZUMa? 198 2．4 γ2 RV　Tau
RUMiM7 332 1．7 β4－Y2
VIIアa N 530 4；0 γ22
RZ　CygPec 556 4．6 γ2 RV　Tau　ワ　　　　，
『
　第2表の中・RV　Tau型と見なされるものが澤山ある・印ち主極小と副極
小とが時々交代する・併し飴程観測が豊審でなV・と，ミラ星とRV　Tau墨と
の一別はむつかしいのである．
　又ミラ星の場合には，δCep星と異って・減光に際し減光が一時停止したり
叉はこぶが現れたりするのは，どうしても例外的な現象と考へねばならぬ事は
天界215　　　　　　　　　　ミラ型憂光星に就いて
このルヂンドルフの研究の結果も．誰明してみる．その例として
　　　　　　　　　　　　　　　第　3表・
133
星名分光副週期礎光剰列　備 考
RBoo
uIうoo
rCOr
qY　OI）h
M4e
l6e
l7e
l4e
223日
Q60
R62
P51
6．1等鰻
S．9
V．3
T．8
　μ■
ｿPec
ｿ3Pec
ｿ4一β2
　（C）光度曲線，週期，攣光範園，見掛の極大光度に關する統計
　今迄藪名研究した人があるが，分光型を無視したものであるから，こしでは
分光型に匿別して研究したルヂンドルフの研究をやはり紹介しよう．
　（1）光度曲線と翅期
　ミラ型意中，最も多く，且典型的な光度，スペク5ルの攣化を示すMeなる
分光型を有する280星を週期の順に40個宛とり，光度曲線で分類すると次の表
の如くなる．γの中にはα一γ，β一γも含まれ，Pecはα　Pec及βPecを含
　　　　　　　　　　　　　　　第4表
週　　期 ・。ヨβγ・e・ 合　計
91－209ロ ユ　　　31　　　5　　　3 40
210－250 17　　　20　　　1　　　1 40
251－279 29　　　18　　　2　　　1 40
279－31829　　　10　　　1　　　0 40
318－342 21　　　17　　　0　　　2 40
344－39626　　　6　　　7　　　1 40
＞398 30　　　2　　　8　　　0 40
計 143　　　　104　　　　24　　　　　9 280
む．但しγ中にはγ1とα4一γ1が大多数でγ2は2，3個に止まる・
　a曲線は210日以下は僅か1個，その後週期と共に急激に数を壇す．αta一
β曲線はその逆で，γ曲線は爾極端に少し多く，Pecは短い方が多少多い様で
ある．（以下次號）
